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ロータリーソング 「われらの生業」 

来客紹介 ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

連続出席表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間 ｢退任挨拶」 常任委員長他 
 

 

 

 
左から、５年・島本会員、１０年・粟屋会員、７年・塩本(能)会員、２０年

山坂会員  おめでとうございます！ 

また、永年連続出

席表彰として、２０年

の山坂会員および

１０年の粟屋会員に

はクラブから記念品

を贈りました。 

 

 

 

 

  

 
皆様今日は。ご来会の皆様、ようこそお越し下さいました。会員一同

心から歓迎申し上げます。 

さて、１９５０年から２０年間近くに及ぶ産業史に残る巨大ｸﾞﾙｰﾌﾟ同士

の熾烈な抗争がありました。それがいわゆる「箱根山戦争」とも言わ

れますが、西武ｸﾞﾙｰﾌﾟと小田急・東急ｸﾞﾙｰﾌﾟの両社が繰り広げた観

光開発の角逐は、まさしく仁義無き戦いそのものでした。抗争が止

めどもなく続いたのには、箱根という土地の魅力ゆえに違いありませ

ん。芦ノ湖の景観も溢れる湯も、そもそも火山活動がもたらしたので

した。それが今、新たな緊張、―火山性地震で揺れています。 

四季折々、晴れてよし、雨もまた風情の名高い箱根は元をただして

ゆくと、不気味な山の鳴動でもあります。箱根に限らず、わが国の美

観は、起伏に富む大地と四季との合作にほかなりません。ある火山

学者曰く、―「世の中に美しいものが２つある。天にｵｰﾛﾗ、地に噴

火」。まさに人間の一生とは比較にならぬ悠久の時間のなかで息づ

く火山、―たしかに災害も起こしますが、大地の恵み、豊かな景観

や温泉などの恵みももたらします。言い換えれば、地震や噴火など

で造形され、台風や大雪で彫刻された天然の美にその淵源がありま

す。名だたる火山島に住み、自然への畏怖と共に生きてきた日本人、

―まさに大地の震えと共に生きているのはこの国に住む者の宿命で

もあります。 

先月２９日、今度は九州から南西諸島へと帯状に伸びる火山ﾌﾛﾝﾄ

にあたる口永良部島で噴火が起きました。そこはまさに屋久島から

西１２キロ先の〝緑の火山島〟です。悠久な時を振り返れば、島内

の新岳は１９３３～３４年に数回噴火し、死者８人、負傷者２６人が出

ています。 

思うに、人は時に泣かされながらも折り合いをつけ、自然の恩恵を

受けてきたのが日本人の心でした。ふんだんな温泉でとろける至福

も、災いを併せ持つ火山の恵みでもあり、いいことずくめとは、ゆか

ないところに道理があります。いずれにしても安全第一は当然です

が、荒ぶれる自然とどう向き合うか。求められているのは、風評に惑

わされない予知観測の充実、現実的な避難と減災への知恵が、今

人間に試されています。 

ところで、日々の私たちの生活、つまり人生を振り返ってみても、笑

ったり泣いたり、得をしたり損をしたり、山あり谷ありが人の道でもあり

ます。人生の禍福は糾える縄の如しで、よきことばかりではありませ

ん。つまり、人間を含めて自然界すべての営みは、光と影から成り立

っていることに気づきます。まさに疾風怒涛のごとき人生航路を安全

に進んでゆくための知恵の一つが、ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ発祥の原点だった

ことに改めて気づいた次第です。ご清聴に感謝し、会長の時間を終

わります。有難う存じます。 
 

 

 

*ロータリーの友誌（BＯＸ配布） 

*新会員候補者照会書類（BＯＸ配布） 

*連続出席表彰バッジアンケート(ＢＯＸ配布)  

■本日の例会    ２０１５年６月１８日（木）    第２２２９回 

ロータリーソング 「手に手つないで」 

来客紹介 ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

寄付表彰 

会長時間 

幹事報告 

委員会・同好会報告 

ニコニコ箱 

卓話時間 「退任挨拶」 正副会長幹事 

前回例報告   ２０１５年６月１１日（木）   第２２２８回 

会長挨拶                会 長  河本 浩一 

連続出席表彰 

幹事報告                 幹事  合田 尚義 
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会報ＩＴ委員会  本田会員 

ﾛｰﾀﾘｰの友誌見どころ紹介 

次年度出席委員会  庄子委員長 

次年度の連絡出席表彰バッジのｱﾝｹｰﾄをＢＯＸにお配りしてい

ます。普通の会員バッジまたは数字入りバッジのどちらかをお選

びください。 

社会奉仕委員会  岡部委員長 

広島豪雨災害支援として「梅林小学校への遊具寄贈」事業を実

施しました。 

 
 

 

 

野球同好会 

６/１２-１３ 甲子園遠征について 

登山同好会 

６/２７－２８ 恐羅漢ツアーの案内 
 

 

 

【自主出宝】 

河本会員･中山会員･合田会員･二井本会員･佐々木会員 

先週の例会終了後、安佐南区の梅林小学校にて、社会奉仕委

員会の豪雨土砂災害支援事業の一つである、校庭遊具寄贈事

業の贈呈ｾﾚﾓﾆｰが行われました。社会奉仕委員会の皆さん、

お疲れ様でした。 

河本会員･中山会員･合田会員･二井本会員･佐々木会員 

今年度の通常例会も本日と次週の２回を残すのみとなりました。

本日の卓話時間は退任挨拶となっております。理事・委員長の

皆様１年間大変お疲れ様でした。退任挨拶の方、よろしくお願

いいたします。 

粟屋会員★ 連続出席のお祝いを頂き、ありがとうございます。

アッという間の１０年でした。１０年間皆さまには大変お世話にな

り、心から厚く御礼申し上げます。これからも引き続きご指導の

ほどよろしくお願い致します。 

上河内会員 本年度、奉仕プロジェクト常任委員長の上河内で

す。本日退任の挨拶をさせていただきます。一年間ご協力あり

がとうございました。 

塩本(能)会員 思わぬ連続出席のお祝いありがとうございます。 

髙原会員◇ 先日の誕生日には多くの方から祝いのﾒｯｾｰｼﾞを

頂き、大変喜んでいます。 

 

当日計 24,000 円（内、ｗｅｂ21,000 円） 累計 1,333,400 円 

★=10,000 円 ☆=5,000 円 ◆=3,000 円 ◇=2,000 円 
 

 

 

 

『退任挨拶』 
 

ロータリー財団常任委員長 

中尾 建三 会員 

 

ﾛｰﾀﾘｰ財団、米山奨学委員会担

当の例会を行ったり、各委員会の

委員から会員個々にお願いし、

両寄付に対しての理解を深めて

頂く活動を行いました。｢会長賞に一丸となって挑戦する｣という

本年度の目標に対し、両委員会は責任を果たす事ができました。

皆様、一年間ご協力ありがとうございました。 

 
奉仕プロジェクト常任委員長 

上河内 裕司 会員 

 

本年度、奉仕ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ常任委

員長を務めさせて頂きました、

上河内です。職業奉仕に坪内

委員長、社会奉仕に岡部委員

長、国際奉仕に渡部委員長、青少年奉仕に越智委員長という

素晴らしいﾒﾝﾊﾞｰとともに活動をしてまいりました。 

職業奉仕はｶﾞﾊﾞﾅｰの一番の重点方針ということで、色々職業奉

仕について学んでいくつもりでしたが、思うように事が運びませ

んでした、と言うより、坪内委員長にｽﾙｰされてしまいました、あ

れだけ坪内会員の下で、一生懸命尽くしてきたのにです、しか

し、本当のところは、職業奉仕はﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞﾒﾝﾊﾞｰとして理解し

ていて当たり前で、常識だということが言いたかったので、わざと

やらなかったのではないかと今は思っています。 

社会奉仕については、思いもかけない、広島豪雨土砂災害が

起こり、どんな支援がいいのか、色々考えながら一年間活動をし

たように思います。 

国際奉仕では二回目になりますが、タイの小学校に浄水器を設

置しました、すばらしい事業でありますが、会員の皆さんへの認

知度が少し足らないように思いました。今後は全会員に認知さ

れるような形で活動をしていただけたらと思っています。 

青少年奉仕は、この委員会単独での事業、と言うものを模索し

てきましたが、実際は、単独での事業というよりも社会奉仕と合

同で行う事業、他の委員会を巻き込むような事業のほうが、やは

り、しっくりくるのかなと、思った一年でした。 

 
皆様のご協力により充実した活動を進めることが出来ました、一

年間ありがとうございました。 

卓話時間  

ニコニコ箱                  ニコニコ委員会 

委員会報告 

同好会報告 
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奨学育英資金特別委員長 

丸本 佳生 会員 

 

「奨学育英資金制度」は、創立

１５周年記念事業として始めた

伝統ある支援事業でしたが、

銀行金利低下等で資金不足

になり、本来奉仕事業に使用されるﾆｺﾆｺ資金を使用して、奨学

金に充てていましたが、昨年度、規約の一部変更に伴い「奨学

育英特別資金」を、一部取崩す事で今年度も継続できました。 

「東日本大震災の避難者高校生に対する奨学育英資金」を創

立４５周年記念事業とし一般公募を行い、今年度も県内の高校

生９名（継続５名、新規３名）を決定しました。 

また、３月には職業奉仕委員会と共同で職業指導懇談会を実

施、奨学生の皆さんが将来就きたい職業に対して指導やｱﾄﾞﾊﾞｲ

ｽを行うということをしました。 

昨年度は奨学金資金不足の中、制度存続の有無も検討しまし

たが、規約の一部変更も行いまして、基金と、資金を区別し、資

金を、一定のﾙｰﾙの中で取り崩し、この奨学制度が継続出来た

事に感謝しております。 

また、奨学生を選択に当たり、各学校の担当先生に任せきりな

所がありましたが、推薦者について、２年も経験すると担当の先

生と、家庭状況等を再三に渡り意見交換する事が出来まして、

学力の有無に関係なく、本当に必要な学生を選択出来た事に

満足しております。２年間奨学育英資金特別委員会に携わらせ

て頂き良い経験が出来ました。誠にありがとうございました。 

 

広報常任委員長 

中根弘幸 会員 

（代読 畑 会報ＩＴ委員長） 

 

今年度、広報常任委員会の理

事・委員長を務めさせていた

だいた中根です。 

会報・ＩＴ委員会の委員長、副

委員長は、良く頑張ってくれました。二人の実行力が第１例会か

ら早速発揮され、ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｲﾊﾞｯｸﾊﾟﾈﾙを製作して写真撮影の背

景を飾っておりました。 

皆さん、覚えておられますでしょうか？ｻｯｶｰや野球のｲﾝﾀﾋﾞｭｰ

等で見た事があると思いますが、これを背景に写真を撮ると、綺

麗で宣伝にもなるもので、我々委員会のﾒﾝﾊﾞｰは盛り上がった

のです。ところが、職場訪問例会にも持参できるようにと軽量・コ

ンパクトな仕様にしたのが躓（つまづ）きの元で、骨組み部分が

数ヶ月で壊れてしまいました。誠に残念です！また、ｱﾅﾛｸﾞ人間

の私が理事を担当したせいか、細かい作業を委員の方々に全

てお任せしてしまい、申し訳なく思っております。 

しかし、この一年間で私自身は成長しました。就任当初は、ガラ

ケー保持者の私も、昨年ｉphone６に変更し、娘とＬＩＮＥで会話で

きるようになりました。皆さん、ＬＩＮＥはとっても便利です。今後、

逢坂さんともライン友達になりたいと思います（逢坂さんからは拒

否されるかも知れませんが・・・）。 

また、訳も分からずＦａｃｅｂｏｏｋに登録したりと、少しずつ世の中

の変化に追いついております。その意味で、広報常任委員会の

理事・委員長という役職を与えていただき、本当に感謝しており

ます。 

心残りなのは、資料保存の問題が全く手つかずになってしまっ

たことです。しかし、この問題は、次年度の杉町委員長がきっと

立派に処理して下さると思います。杉町次年度委員長にエール

を送ることで、私の退任挨拶としたいと思います。一年間ご協力

有り難うございました。 

クラブ管理運営常任委員長 

山坂 哲郎 会員 

 

年初に、「例会に出席してよかっ

た。楽しかった。」と会員に言っ

ていただけることと、家族会によ

り多くの家族の皆様にご参加い

ただき楽しんでいただくことを目指し、会員と家族の親睦を深め

ることを目標としましたが、概ね、その目標は達成できた１年であ

ったように思います。 

次に、各小委員会の報告をします。 

・ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦小委員会 委員長 島本 章生 

ﾏﾘｰﾅﾎｯﾌﾟでの夏の家族会、祝寿の会（広川会員の傘寿のお

祝いをする会）、ｸﾘｽﾏｽ家族会、創立４６周年夫人同伴懇親会

を行いました。最終例会新会員歓迎会を６月２５日に行う予定

です。 

・出席小委員会 委員長 島田 忠征 

事業計画で年間１００％を目指しましたが、残念ながら達成す

ることはできませんでした。 

・プログラム小委員会 委員長 久保 豊年 

広陵野球部 監督 中井哲之 氏、ﾊﾞｶﾗﾊﾟｼﾌｨｯｸ㈱ 代表取

締役 小川 博 氏、野球解説者 高橋 建 氏、七代 金城 

一国斎（漆芸家）、京都大学大学院工学研究科 教授 藤井 

聡 氏などを講師としてお招きし、卓話を行って頂きました。 

・ニコニコ小委員会 委員長 塩本 能尚 

出宝累計額は、当初計画の最低限には達しました。 

 
会員の皆様、１年間ご協力ありがとうございました。 

 

ＳＡＡ長 三保 二郎 会員 

 

本年度SAAが特に取り組んだ

ものは例会中の私語、携帯電

話、居眠りの排除でした。 

会員の皆さんにご理解とご協

力のお蔭で大きな効果が上が

ったと思います。ご協力ありがと

うございました。 

 

 

■出席報告  出席委員会 

２０１５年６月１１日（木） 会員数 ８８名 

出席 ７６名  欠席 ２１名  来客  １名 

５月２８日例会出席率  １００％ 

５月度平均出席率  １００％ 

■来客紹介  ﾛｰﾀﾘｰ家族親睦委員会 

若林 和明 様（広島安芸） 

■次回例会 ２０１５年６月２５日（木）１８：００～ 

『最終夜間例会＆新会員歓迎懇親会』 

※昼の例会を夜に変更して行います。 


